
大学生の自転車盗対策と防犯意識・
規範意識の向上方策について

2014年12月1日
京都府大学安全・安心推進協議会
自転車盗専門委員会



関西国際大学人間科学部人間心理学科(兵庫県三木市）

 犯罪心理学コースのスタッフ

教授 西岡 敏成 前 姫路警察署長

教授 坂野 剛崇 元 家庭裁判所調査官

助教 板山 昂 社会心理学 博士

学科長 中山 誠 元科学捜査研究所員 博士(心理学）

現場のことをよく知り、アカデミックに犯罪を教えられる日本で唯一のコース

ボランティア組織「肥後守」は兵庫県警に指定された学生による防犯ボランティア





筧千佐子とは

2013 年 12 月 28 日、京都府向日市で夫の筧
勇夫( 当時 75 )さんに青酸化合物を摂取させ殺
害した容疑で逮捕された筧千佐子容疑者( 67 )
の関係先のゴミから微量の青酸化合物が検出

最初の夫と死別した後の２０年間で、青酸中毒で
死亡した筧勇夫さんら３人と再婚し、交際した人を
含めると６人が死亡



先ほど、私の経歴について紹介していただきましたが・・・

元 静岡県警察本部 科学捜査研究所 所員

27年間 ウソ発見（ポリグラフ検査）を担当

扱った事件は殺人だけでも200件以上

(京都府警の科捜研よりは少ないですが）・・・



ウソ発見は、犯人のみが弁別できるような質問作りが命

鑑定人は犯行現場には必ず自分で出向く

捜査員から詳しく説明を聞く

被害者からも、直接、状況を再聴取

その他の事件関係者にも直接話を聞く



犯罪に遭遇しやすい人

自分が犯罪に巻き込まれることなどはない
であろうという意識

安全神話、楽観バイアスにとらわれている

防犯意識が低い



犯罪にあわないためには

防犯意識の向上が重要



犯罪はなぜ起きるのか？



犯罪を構成する3つの要素

a 潜在的な犯罪者と、
b 潜在的な被害者が、

c 特定の環境、監視性の低い領域

ルーチン・アクティビティ理論
コーエンとフェルソン(１９７９）



より一般的にルーチンアクティビティ理論を考えると

女性にわいせつ行為をしたいという願望を持つ男性が地下鉄
の駅付近でたむろしている（潜在的犯罪者）

終電車で地下鉄の駅を降りた若い女性ひとりで歩いて帰宅
（潜在的犯罪者の好みにマッチする性犯罪の対象者）

地上に出て,深夜の、人通りのない場所にさしかかると・・・
（監視性の低い場所）



ルーチンアクティビティ理論
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このような犯行を防ぐには

監視性の低い場所に立ち入らない終電ではなく、
もっと、早い時間に帰宅する

誰かと一緒に行動し、ひとりにならない

やむを得ず、深夜に帰宅するのであれば、誰かに迎え
に来てもらうかタクシーを利用する

行政としては、街灯を設置し、見通しの悪い箇所を
少なくする



犯罪の原因
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決して,一部の異常者が犯罪者
を引き起こしているわけではない



殺人事件を犯す人は限られているが、
自転車盗くらいなら、条件がそろえば、誰でもやる

a 潜在的な犯罪者

b 潜在的な被害品

c 特定の環境、監視性の低い領域



自転車盗の被害者と加害者

「まさか自分のおんぼろ自転車が盗まれると思っていなかった」

,

盗む側の意識：そもそも自転車盗を犯罪と考えていない

一時期借りて、また返しておけばいい



自転車盗の被疑者にさせないために

235 10 50



自転車盗のような「小さい犯罪」が頻発する起きる街のたどる運命は

酔っ払い

夜間コンビニなどにたむろする若者

売春婦

薬物の売人

こうしたことが黙認され
ている地域は住民の
関心が薄い



一般市民はどの程度、正確に、最近
の犯罪情勢を知っているのか？



2006年内閣府の調査

「現在の日本が,治安がよく安心して暮らせる国現在
の目本が、治安がよく、安全で安心して暮らせる国だと
思いますか」

「ここ10年間で日本の治安はよくなったと思いますか」

「そう思わない」が16．9％、
「あまりそう思わない」が35，7％） 計52.6%

悪くなったと思う 37，7％、
どちらかというと悪くなったと思う 46．6％ 計84.3%



マスコミの報道では
「最近、犯罪はますます、凶悪になり、
巧妙化して、件数も大幅に増えている」



“体感治安”は実際の犯罪情勢と一致していない

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

3000000

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013



全刑法犯は減っているけど、凶悪
犯はむしろ増えているのでは？



凶悪犯の発生件数の推移

2008 2009 2010 2011 2012 2013
凶悪犯 8581 8399 7625 7064 7068 6757
凶悪犯の率 0.47% 0.49% 0.48% 0.47% 0.50% 0.51%
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凶悪犯の発生数は少なくて
も、検挙率が低いのでは？



殺人事件の発生件数と検挙率

94-101%
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2000年以降の犯罪情勢

認知件数は半分以下に低下

凶悪犯は1％以下

殺人事件の検挙率は94-101%

＊治安は悪化していない

しかし、体感治安と指数治安は一致していない

なぜ？



体感治安と指数治安が一致しない原因は？

河合（２００４）

かつて犯罪が多く観察された歓楽街や繁華街と、
犯罪の少なかった住宅街とを分ける境界の機能が
弱まり、犯罪が満遍なく散見されるようになった結果、
人々は犯罪から守られているという感覚を喪失

2006



マスコミの報道では「最近、犯罪はますま
す、凶悪になり、巧妙化して、件数も大
幅に増えている」というけれど

486 (2013



「あいかわらず、日本は水と安全はただの国
で、世界の中でも最も平和であり、犯罪は
毎年、減少している」



本日紹介する研究の出典

中谷内 一也・島 田 貴 仁(2008)

犯罪リスク認知に関する一般人一専門家間比較学生と 警察官の犯
罪発生頻度評価 社会心理学研究 24、1、34−44

島田 貴仁・荒井 崇史（２０１２）

犯罪情報と対処行動の効果性が犯罪対処行動意図に与える影響
心理学研究 82,6,523-531

小俣 謙二（２０１２）

犯罪の予測可能性・対処可能性評価が大学生の犯罪リスク知覚と犯
罪不安に及ぼす影響 社会心理学研究 27、3、174−184



大学生はどの程度、正確に、最近の
犯罪情勢を知っているのか？

(2008)



犯罪の発生件数に関する推定をさせる

殺人

強姦

身代金目的誘拐

振り込め詐欺

建造物放火

ひったくり

空き巣など
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犯罪の実態と人々の認識とのずれ

大学生は、低頻度の身体犯罪を過大に
見積もり、大きな不安を喚起

逆に、高頻度で発生している窃盗を過
小評価

(2008)



その原因として、ここでも報道の影響が・・・

刑法犯の3／4は窃盗 発生の多い窃盗
事件が起きてもニュースにならない

「人質立てこもり」などはほとんど起きないが、
身体犯被害事件は、発生が少なく、セン
セーショナルなだけに大きなニュース→自分
も被害に遭うのではと不安になる



ところで、
体感治安



体感治安を心理学用語に置き換えると

犯罪不安
ある危険事態に遭遇した際の、犯罪被害を予測した、情動的反応

「あなたが夜道を一人で歩いている時にどの程度不安を感じるか」、

2012

一般に、犯罪不安は

女性>男性

他に、被害経験の有無、年齢、地域の秩序紊乱の度合いが影響、

犯罪不安は漠然としたもので、犯罪発生の実態とは必ずしも一致しない

不必要に犯罪不安を煽るようなキャンペーンも良くない



犯罪不安に影響をおよぼす要因

リスク知覚：「自分や家族が犯罪に遭う可能性があると
感じる程度」（危険性の評価）

予測可能性

その犯罪にあう可能性をどのくらい予期できるか

制御可能性

その犯罪が起きる可能性を低く抑えられるか、起きた場合に
は対応可能か

2012



犯罪の予測性と対処可能性

一般に予測性や対処可能性が低いと、恐
怖や不安あるいは生理的ストレスが高まる

犯罪の予測可能性が低いと、対処が困難で
あり、大きなストレスを感じる

たとえば、通り魔事件

白昼、往来の中で、突然、刃物で刺される（予期も制御も不可能）

予期も制御も困難なことには、犯罪不安は高い
2012



一方、制御可能なら犯罪不安は低くなる

警察庁（2010）のデータ
年間約8万5千件の住宅対象侵入盗のうち，

年間約2万5千件の自動車盗のうち，

無施錠による被害は約41％

エンジンキーをつけたまま車を離れたすきに乗り逃げ

カギをかければ済むこと→制御可能

制御可能なことには、犯罪不安は低い→逆に、あまり用心しない



防犯意識を高めるにはどうしたらいいか？

( )
2012



脅威アピールを使った犯罪被害の抑止可能？

喫煙者は非喫煙者に比べて、がんになる確率が10倍

（具体的に統計的な数字を示す）



脅威の認知が犯罪の対処行動を促進するか？

Hickman&Muehlenhard（1997）

女子大生の性犯罪被害について、脅威認知と対
処行動との間には必ずしも強い関係なし



難病治療の寄付を募るキャンペーン

全国でこれだけのヒトが苦しんでいる

一般的な統計的数字

すぐにも手術が必要で、そうしないと死んでし
まうかも知れない

脅威アピール



実験：情報の与え方を操作

一般的な統計情報のみの提示：

「一人歩きの女性がねらわれています」：屋外で女性をねらった
性犯罪が多発している，警察の認知件数は年間約4000件だ
が，警察に届けられない被害（暗数）が多いため実態は分から
ない，被害多発時間帯は20─22時

具体的な事例の提示：女子大学生の主人公が，自宅に徒
歩で帰宅途中に不審な男性に追尾され，痴漢かもと疑った
が，振り返ると男性が去ったとの事例をモノローグ形式。

複合条件：事例と、一般的な統計情報の両方提示

島田・荒井（2012）論文



どの条件が、効果的な対処行動を選択させるか

統計的な数字のみ

事例のみ

複合（統計的数字＋事例）



,

島田・荒井（2012）



効果の高いキャンペーン方法

脅威情報のとなる発生件数の統計的数
字を示す従来の伝え方では効果がない

島田・荒井（2012）論文



犯罪被害防止への効果的アピール

事例（同定可能な被害者）

効果の高い対処行動

島田・荒井（2012）論文



高い効果のある対処行動とは？

「小さな心がけがあなたを守ります」

犯罪者にねらわれない状況を個人が自ら作ること
は，防犯カメラやパトロールなど大がかりな防犯対策よ
りも効果が高い。犯人の83％は歩きながら、携帯用
音楽プレーヤーや携帯電話を使っている被害者をね
らった架空の調査結果を提示。

最後に歩く際には携帯用音楽プレーヤーのイヤホン
を外すよう勧告 島田・荒井（2012）論文



本日のまとめ



自転車盗対策

大学生は、発生件数が多い犯罪を過小に推定→自転車
盗が想像以上に多発していることを正確に認識していない

自転車盗の発生を統計的数値（1年間の発生件
数）で示しても脅威アピールにならない

身体犯ではない自転車盗は犯罪不安を誘発しない



自転車盗対策の効果的キャンペーン

「同定可能な被害者」の、具体的な事例を示す（工学部
のＡ君は、試験の当日、自転車を盗まれたために、開始時
間に間に合わず、遅刻して留年した）

自転車盗の被害はカギをかければ、いつでも制御可能→リ
スク認知は低い でも、不用心で盗まれるのが実態

→安価でできる、高効果な対処策（たとえば、ツーロック）
を統計的な盗難の数字とあわせて呈示することが有効


